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Ⅰ．事業概要
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□事業名称

□事業目的

□事業内容

□主 催

□運 営

□運営協力

□協力・協賛

令和６年度 子どものまちづくりイベント
「Mini Mini Midori プラス SDGs」

子ども実行委員(緑区が募集)が中心となり「子どものまち」を企画し、イベ
ント当日に企画したまちを出現させます。
「まち」を構想する実行委員とイベントに参加する子どもたちのそれぞれが、
イベントを通して経済の仕組みやSDGsを学ぶことができます。
また、当日参加の保護者にも、実行委員一人ひとりが実行委員会を通し
て学んできたことをイベント当日に発表し、SDGsを身近に感じてもらいま
す。
実行委員には、イベント後も家族や友人、地域にイベントで学んだことを
広めてもらう存在になってもらいます。

●子ども実行委員の企業等見学
→中山商店街の企業などが取り組むSDGs等を学ぶ
→まちづくりに関わる企業の話を聞く
→まちづくりに関わるワークショップに取り組む

●子ども実行委員会の実施
→緑区が公募で集めた実行委員(27名)の会議を実施

●イベントの実施(子どものまち)
→子ども実行委員がリーダーを務めるお店(職場)でイベント参加者

の子ども（事前申込制)が働いたり、商品を購入したり・サービス
を受けるとともに、商品・サービスからSDGsを体感する。

横浜市緑区役所区政推進課

株式会社セレスポ横浜支店

東洋英和女学院大学

株式会社村田製作所
フジッコNEWデリカ株式会社 横浜事業部
株式会社横浜銀行 中山支店
緑警察署
相鉄不動産株式会社（企業見学会）
株式会社オンデザインパートナーズ（企業見学会）

事業全体概要
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Ⅱ．実行委員募集

□子ども実行委員の公募と委員会の概要

●応募 69名
実行委員決定 30名
最終参加者 27名

項目 内 容
実行委員参加資格 小学3年生以上高校3年生まで

※保護者の付添いなしで参加できる子ども

申込方法 ・募集告知：緑区内小中学校・高校への告知
・募集時期：令和6年5月下旬頃(予定)
・申込方法：区が指定する電子申請による申込

募集人数 30人程度

活動期間・内容 活動期間：令和6年6月～9月
活動内容：・子ども実行委員会への参加

→まちの構想、企業訪問、SDGsの知識を深め、周囲に広
める、イベント当日はまちの店舗で店長として活動

子ども実行委員会 開催日 ：令和6年6月～9月 7回程度開催予定
場所 ：緑区役所会議室 他
参加費 ：無料 ※交通費が発生する場合は実行委員の自己負担
開催方法：対面またはオンラインにて
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Ⅲ．実施実績

□準備期間
●運営ミーティング
①4/10（水） 初回打合せ 及び 東洋英和女学院大学打合せ
②4/16（火） 相鉄不動産打合せ
③5/10（金） 第2回打合せ
④5/14（火） 緑区内高校 挨拶回り
⑤5/22（水） 中山商店街 挨拶回り
⑥5/29（水） 東洋英和女学院大学 オリエンテーション（オンライン）
⑦6/26（水） 東洋英和女学院大学 打合せ（オンライン）

●子ども実行委員会

回 日時 場所 内容

第1回 6月30日(日)
13:00-16:00 緑区役所会議室 オリエンテーション、SDGs基礎知識の学習、まちのについての学習他

第2回 7月 7日(日)
9:30-16:00

中山商店街
緑区役所会議室

①中山商店街SDGsクエスト②南万騎が原「みなまきラボ」(座学)
③ワークショップ ④まちのお店(職業)を検討

第3回 7月15日(月・祝)
13:00-16:00 緑区役所会議室 ①第1回、2回の振り返り ②まちのお店(職業)の実施内容検討

③イベントの実施方法詳細説明

第4回 7月29日(月)
13:00-16:00 緑区役所会議室 ①各お店(職業)ごとに実施内容検討 ②発表準備

第5回 8月 5日(月)
13:00-16:00 緑区役所会議室 ①各お店(職業)の準備 ②発表の撮影

第6回 8月 8日(月)
13:00-16:00 緑区役所会議室 ①各お店(職業)の準備 ②発表の撮影

準備 8月17日(土)
13:00~16:00 緑公会堂 イベント準備

本番 8月18日(日)
8:00~17:00 緑公会堂 イベント本番

第7回 9月 8日(日)
13:00-16:00 緑区役所会議室 ①実行委員会振り返りー実行委員会の動画を観賞

②区長への提案事項検討→区長への提案
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Ⅲ．実施実績

□8/18（日）イベント当日
●実行委員 27名
●イベント参加者

午前の部（9：30～12：30） 子ども（参加者）152名
保護者等 128名

午後の部（13：30～16：30） 子ども（参加者）109名
保護者等 86名

●東洋英和女学院大学 14名

□実施構成
●主 催：横浜市緑区役所区政推進課
●運 営：株式会社セレスポ横浜支店
●運営 協力：東洋英和女学院大学（全体運営協力・ワークショップ、展示）
●協力・協賛：株式会社村田製作所（ワークショップ）

フジッコNEWデリカ株式会社 横浜事業部（ワークショップ）
株式会社横浜銀行 中山支店（ワークショップ）
緑警察署（「警察署」ブース運営補助）
相鉄不動産株式会社（企業見学会）
株式会社オンデザインパートナーズ（企業見学会）

□会場配置図

●2階 ●3階

※ピンクのアミカケ部分のみ、大人通行可
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

【第１回子ども実行委員会 ６月30日（日）13：00～16：00 ＠緑区役所会議室】

■参加者
○子ども実行委員：24名
○東洋英和女学院大学学生：10名
○東洋英和女学院大学教員：1名
○緑区役所区政推進課：2名
○株式会社セレスポ 横浜支店：7名

■内容
1．開会あいさつ
2．スタッフ・東洋英和女学院大学学生自己紹介
3．実行委員自己紹介
4．導入レクチャー① 目指すゴールの共有
5．導入レクチャー② 今後の予定を共有
6．まちづくりについて学ぶ

∟実行委員が考える「すてきなまち」を発表
7．東洋英和女学院大学学生による、SDGs概要説明

∟グループワークでまちにどんな問題があり、それがどのSDGs目標に繋がるのかを考える
8．宿題の説明（興味を持った仕事について調べてくること）

■実行委員会ノートやワークシートの活用
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【第２回子ども実行委員会 7月7日（日）9：30～16：00 企業見学会】

■参加者
○子ども実行委員：午前22名、午後24名
○東洋英和女学院大学学生：6名
○東洋英和女学院大学教員：2名
○緑区役所区政推進課：2名
○株式会社セレスポ 横浜支店：7名

■内容
1．商店街クエスト詳細説明
2．グループワーク

∟自己紹介、役割決め、お店の情報から質問事項を考える
3．商店街クエスト

∟6チームに分かれて、中山商店街のお店を訪問し、
各店舗のSDGsの取組についてインタビューをする

4．クエスト内容の発表
∟インタビューをしてきた内容をチームごとに発表

5．相鉄不動産による座学
∟南万騎が原で実際に行っているまちづくりについて学ぶ

6．オンデザインパートナーズによるワークショップ
∟言葉の組み合わせから発想した理想のまちを、工作を用いて可視化する

7．職業の考察
∟ここまで学んできた内容を踏まえて、イベント当日にやりたい職業候補をあげる

8．振り返り
∟企業見学会の感想を言語化する

■実行委員会ノートの活用

Ⅳ．子ども実行委員会記録
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

■商店街クエストで発見したSDGs一覧

■南万騎が原のまちづくり学習資料
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

■理想のまちワークショップの資料

■実行委員が作成したまちの様子
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

【第３回子ども実行委員会 7月15日（月・祝）13：00～16：00 ＠緑区役所会議室】

■参加者
○子ども実行委員：24名
○東洋英和女学院大学教員：2名
○緑区役所区政推進課：2名
○株式会社セレスポ 横浜支店：８名

■内容
1．第1回・第2回の振り返り
2．各職業のメンバー決定

∟第2回で取った希望を基に職業を決め、メンバーを構成した
〈選定された職業一覧〉
1班 学校
2班 銀行・税務署
3班 警察署
4班 交通局
5班 雑貨店
6班 飲食店
7班 区役所
8班 ゲームセンター

3．各職業の目的の明確化
∟STEP１ その職業がなぜまちに必要なのか

STEP2 その職業がどのSDGs目標の達成に繋がっているのか
STEP3 目標達成のために何に取り組むのか
上記の３STEPに沿って、目的を明確化

4．職業内容の検討
∟まちの基本ルール、税金や物価の考え方を説明した後に、
サービスや商品の内容を検討
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

■店舗ごとの「お店がまちに必要な理由」と「SDGsの目標」について
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Ⅳ．子ども実行委員会記録
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

【第４回子ども実行委員会 7月29日（月）13：00～16：00 ＠緑区役所会議室】

■参加者
○子ども実行委員：24名
○東洋英和女学院大学教員：1名
○緑区役所区政推進課：2名
○株式会社セレスポ 横浜支店：7名

■内容
1．第3回の振り返り
2．各職業の目的発表会の準備
3．各職業のブース配置の決定
4．職業内容の検討（前回の続き）
5．職業ごとに必要なものを製作

■6班 メニュー表の作成 ■1班 まちのルール説明用紙の作成

■5班 うちわの作成 ■8班 必要材料の検討
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

【第５回子ども実行委員会 8月5日（月）13：00～16：00 ＠緑区役所会議室】

■参加者
○子ども実行委員：18名
○東洋英和女学院大学学生：15名
○東洋英和女学院大学教員：1名
○緑区役所区政推進課：2名
○株式会社セレスポ 横浜支店：7名

■内容
1．各職業ごとに職業の目的を発表・撮影
2．職業ごとに必要なものの製作（前回の続き）

【第６回子ども実行委員会 8月８日（木）13：00～16：00 ＠緑区役所会議室】

■参加者
○子ども実行委員：18名
○東洋英和女学院大学学生：15名
○東洋英和女学院大学教員：1名
○緑区役所区政推進課：３名
○株式会社セレスポ 横浜支店：7名

■内容
1．各職業ごとに職業の目的を発表・撮影（前回撮影出来なかった班）
2．職業ごとに必要なものの製作（前回の続き）

■撮影の様子

※撮影した動画は、イベント当日に放映
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□イベント当日の売上実績

□売上管理表

班名 午前 午後 合計
4班 緑交通局 59 203 262
5班 キラキラ雑貨店 1263 2039 3302
6班 ひといきカフェ 4244 6096 10340
8班 みどりゲームセンター 3434 4095 7529
フジッコNEWデリカ 378 378
村田製作所 459 459
東洋英和女学院大学 463 463
横浜銀行 432 432

班別売上実績（ミ＄）

午後は無料

Ⅳ．子ども実行委員会記録


Sheet1

		班別売上実績（ミ＄） ハンベツ ウリアゲ ジッセキ

		班名 ハン メイ		午前 ゴゼン		午後 ゴゴ		合計 ゴウケイ

		4班 緑交通局 ハン ミドリ コウツウキョク		59		203		262

		5班 キラキラ雑貨店 ハン ザッカテン		1263		2039		3302

		6班 ひといきカフェ ハン		4244		6096		10340

		8班 みどりゲームセンター ハン		3434		4095		7529

		フジッコNEWデリカ		378		午後は無料 ゴゴ ムリョウ		378

		村田製作所 ムラタセイサクジョ		459				459

		東洋英和女学院大学 トウヨウエイワ ジョガクインダイガク		463				463

		横浜銀行 ヨコハマギンコウ		432				432
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

【第７回子ども実行委員会 ９月８日（日）13：00～16：00 ＠緑区役所会議室】

■参加者
○子ども実行委員：20名
○東洋英和女学院大学学生：４名
○東洋英和女学院大学教員：1名
○緑区役所区政推進課：３名
○株式会社セレスポ 横浜支店：９名

■内容
1．実行委員の記録動画鑑賞
2. 職業別グループワーク

∟グループワーク：イベントの振り返り（感想など）
∟個人ワーク：「発表シート」に書いたSDGs目標に貢献できたかを考える
∟グループワーク：班で共有

3．グループワーク内容発表
4. 未来の緑区について考える

∟年齢別でチームに分かれ、緑区をより良くするための提案を考える
5．緑区長への提案（班ごと）、SDGsリーダー・アンバサダーバッジの付与
6．緑区長から全体総括・写真撮影
7．緑区役所及び東洋英和女学院大学准教授より総評

□職業別グループワーク発表内容
●1班：学校
①アルバイトのこと仲良くできた
②バイトの仕事があまりなくて遊んでる子が多かった、忘れ物が多かった、
③もっと人が来るように呼び掛ける、景品を飴などにしたい、もっとスムーズに進めるために

役割を決める

●２班：銀行
①机にお金が散らばっていた
②お金の管理方法を考える、お金を減らす

●３班：警察
①落とし物の放送がうまくできた
②多すぎて積極的にかかわれなかった
③アルバイトを増やすこと
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

●４班：車両
① 思ったよりミドルを稼げた、路線図が売れた、アルバイトが楽しんでくれた、

記念に切符や路線図を買ってくれた
② 利用者が少なかった、アルバイト、車掌と運転手を分けたからうまく回らなかった
③ 車両の強度を高める、モノを運ぶとかの仕事にする

●５班：雑貨店
① ラキュー（パズル）を無料で届けた、みんなを笑顔にできた
② アルバイトがいっぱい来たから説明ができなかった
③ ワークショップもアルバイトも、それぞれまとめて教える、商品をもっと作ればよかった

●６班：飲食店
① たくさん来てくれた、売れた
② 商品が足りなかった、売り上げの計算
③ お金を入れる箱を作る、健康なものを出す

●７班：区役所
① ミドリンの工作ができた
② 印鑑証明の手数料に3ミドルをもらっていたけど紙にハンコを押すだけだったから

もっと内容を変えたらよかった

●8班：ゲームセンター
① 時間の管理
② ファミコンが混んでいたので工夫したい

●東洋英和女学院大学
①みんなそれぞれ違う仕事で、楽しそうだった
②初日からは考えられないくらい協力していたり、自分とも話してくれり買ったお菓子をくれたり

心が温まった
③子どもたちと話し合いを重ねて作り上げる貴重な機会だった。

自分が考えつかないようなアイデアもあって子供ならではの発想を大人の力を借りて
実現していて素敵だった。

④SDGsを学びながら子供たち主体で最後までできてすごかった。
自分のころはSDGsという言葉も知らなかったからいいなと思った。
大変なことにも臨機応変に対応していて、すごいなと思った。
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Ⅳ．子ども実行委員会記録

□緑区長への提案内容
TEAM ５年生～中学生：3チーム
TEAM ３年生・４年生：2チーム
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Ⅳ．子ども実行委員会記録
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Ⅳ．子ども実行委員会記録
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Ⅴ．イベント当日

□スケジュール

全体スケジュール スタッフ

当日(8/18)
前日(8/17)

7:00

7:30

8:00

8:30

9:00

9:30

10:00

10:30

11:00

11:30

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

19:00

16:00

16:30

17:00

17:30

18:00

18:30

【会場設営・準備】
(9:00-17:00)

第1部受付
9:15-9:45

第1部
開催

9:30-12:30

第2部受付
13:15-13:45

8:00区役所
集合

ミーティング・準備

施工・運営スタッフ 実行委員・
東洋英和ボランティア 主催者

8:00区役所
集合

ミーティング・準備

9:00開館・スタンバイ

第2部準備/13:00スタンバイ

9:00～12:30
子どものまち

運営サポート業務

13:00～16:30
子どものまち

運営サポート業務

9:00～12:30
子どものまち

運営

※休憩、昼食など
交代で取得

※運営スタッフサポート

13:00～16:30
子どものまち

運営

※休憩、昼食など
交代で取得

※運営スタッフサポート

管
理
業
務

(16:00～)
撤収・かたづけ

(16:00～)
かたづけ

8:00入り
各確認

協力
企業
ブース
設営

第2部
開催

13:30-16:30

協力企業

8:45区役所
集合・準備

9:00～12:30
子どものまち

運営

13:00～16:30
子どものまち

運営

(16:00
～)

かたづけ

映像
関係
設営

実行
委員
ブース
設営
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Ⅴ．イベント当日

□イベント参加の流れ及び基本事項

参加者 行動

➊受付 ・公会堂２階ホワイエの受付で、
参加費(300円)を支払い区民
証と50ミ＄を受け取る

➋学校で
まちの仕組
みを学ぶ

・公会堂２階ホワイエの学校で、
「子どものまち」の仕組みを学ぶ

❹ジョブセン
ターへ行き、
仕事を探す

・ホール内のジョブセンターへ行き、
仕事を探してその職場のジョブスト
ラップを受け取る
・もしくは残った40ミ＄で遊ぶ

❻銀行で給
料をもらう

・ホール内の銀行へ行き、給料を
受け取る
※ジョブストラップは銀行付近の
BOXへ返す

・各お店(職場)は子ども実行委員が運営す
る。
・勤務終了後は、区民証の裏にあるジョブ
カードに給料を記入する（実行委員が）

・開催時間中は❹～❼を繰り返し行える

❼ミドルを使って子どものまちで遊んだりショッピング

❺こどものま
ちのお店(職
場)で働く

就業先の職場で、こども実行委員
(店長)の指示のもと働く
※1つの仕事は15分～30分間

➌銀行・税
務署へ行き、
納税する

・ホール内の銀行・税務署へ行き、
区民税10ミ＄を納税する
※区民税の納税をしなければ、ま
ちで遊ぶことが出来ない

・午前の営業終了後、各店舗は法人税とし
て、売り上げの10％を税務署へ納税する
※午後は納税の必要なしの予定

・アルバイトは給料に対して10％の所得税
が天引きされる
※所得税の記載は税務署にて行う
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□店舗の業務内容
■管理業務
・売上管理表への記入（下記参考①を参照）・・・所定の記載事項を記入。
※午前の部終了時に法人税として売上の10％を「銀行・税務署」に収めてください。

■アルバイトの募集関係
・事前に作成したアルバイト求人チラシに基づいて募集を行います
（募集は「ジョブセンター」が2階ステージ上行います）
・イベント中の新規アルバイト募集は、「ジョブセンター」スタッフに相談して掲出
してください

※記入用件は次項にある「アルバイト募集に関すること」を確認し作成してください。
※企業ブース（3階）もアルバイトを募集してください。

■アルバイト受け入れ関係
・アルバイト希望者にお仕事をお願いしてください。※20分程度
アルバイト時間の管理は、各職場で行ってください。

・アルバイトする人にきちんと内容（アルバイトをお願いすることがら）を伝え、
はじめは一緒にやってください。

・アルバイト募集の終了はイベント終了20分前まで。

■アルバイト終了時の業務
・ジョブカード（下記参考②参照）への所定事項の記入
アルバイト者の持っているジョブカード（区民証の裏）に以下のことを必ず
記入してください。
➀アルバイトをした職場名
②アルバイト代の金額

・ジョブストラップを銀行付近の返却BOXに返却することを促してください。

班

品名 準備数 単価
販売数

（正の字で書く）
合計売上

売上管理表

売上合計

売上の10％

利益

参考① 売上管理表 参考② ジョブカード

ブース出展者概要Ⅴ．イベント当日
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■募集概要
・「職場」や協力企業、大学ブースでアルバイト募集を行う。
・所定のフォーマットはありませんので、自由にデザインした求人チラシを作ってください。
以下の「求人チラシ作成概要」を参考にしてください。

・求人チラシはイベント当日ジョブセンターに持ってきてください。
・終了した求人はジョブセンターへ速やかに連絡してください。

■求人チラシ作成概要
【用紙仕様と記載方法】
・A4サイズ（縦）※複数可
・所定のフォーマットはないので、デザインなどは自由に作成してください。
・用紙の色も自由ですが、分かりやすいようはっきり大きく記載してください。
また、難しい漢字には読み仮名を振ってください。

・イラストをデザインしても構いません。

【募集記載要件】
①職場名またはブース名
②対象年齢（もしあれば）
③アルバイト時間（20分程度）と内容および募集人数
④アルバイト給料（20分で20ミ＄がまちのベースです）

■その他のアルバイトルール
・アルバイトの時間は20分程度。
・アルバイトの給料は20分で20ミ＄をベースとして考えてください。
また、キリの良い数字にしてください（例：10ミ＄、20ミ＄、30ミ＄etc…）

・アルバイトの作業での危険な作業行為は禁止です。
○熱のあるもの（臭気を伴うもの）
○刃を伴うもの
○尖ったもの
○長時間の⽴ち仕事や体力を消費させるもの
○20分間の単純作業や体温変化をきたすものなど

※求人内容によりアルバイト内容の変更を相談する場合がありますのでご了承下さい。

アルバイト募集概要Ⅴ．イベント当日
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■受付（1部 9：15～9：45、2部13：15～13：45）

□配置

□手順
①事前申し込み名簿リストと照合
②大人の方にチラシ（A3,2つ折り）を、
また入場希望の大人のみリストバンドを渡す

③参加費の徴収
子ども1名参加につき、300円の参加費を徴収する
参加費を徴収した人数は、カウンターで数える
※領収書等の発行はなし

④区民証と50ミ＄のお渡し
参加者（子ども）に対し、「区民証」と
区民証にセットされた初期資金50ミ＄をお渡しする。
※区民証の裏はジョブカード

⑤チラシのお渡しと説明
参加者（子ども）に対し、チラシ（A3、2つ折り）をお渡しする。
チラシの裏面を見せながら、次の2点を伝える。
❶学校が終わったら、銀行・税務署へ向う
❷（小学校低学年などの小さい子に対して）

分かりやすい地図は3階の区役所でもらえる

⑥受付後の移動先
参加者（子ども）→隣接する「学校」で待機
保護者（大人）→ 観覧席へ移動（2階もしくは3階からも進入可能）

受付・入場手順

ⒹⒺⒻⒼ ⒶⒷⒸ
受付

ⒹⒺ：セレスポ
ⒻⒼ：スタッフ

ⒶⒷⒸ：区役所職員

ⒶⒷⒸ

ⒹⒺ
ⒻⒼ

親子
観覧席へ

● ● ● ●

●再度受付へ
● ● ：ベルパ

入口
●

子学校へ

● ●
● ●

Ⅴ．イベント当日



27

■概要
参加者（子ども）に対し、イベントの楽しみ方をフリップを使用し説明する。
説明が一通り終わった後は、参加者（子ども）の休憩所となる。
学校でのコンテンツとして、SDGsクイズラリーも開催する。

■人員体制
子ども実行委員・・・3名
東洋英和ボランティア・・・午前2名、午後1名

■業務内容
□「子どものまち」の説明
・20名程度の参加者（子ども）が集まったら、フリップを使用して、
まちのルールを説明する。

→フリップは2式あるので、2カ所に分かれて実施。
※受付時間中は、「6班 カフェ」の場所を借りる

□休憩所の運営
・トランプなどのカードゲームを用いて、休憩場所を運営する。

□SDGsクイズラリーの実施
・「子どものまち」内にある職場は、どんなSDGs目標と関係しているかを
見つけてくるというルール。

・見つけた数により、もらえるシールの大きさが変わる。

学校業務Ⅴ．イベント当日
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■概要
税金の徴収とアルバイト代のお支払いを行う。

■人員体制
子ども実行委員・・・4名
東洋英和ボランティア・・・1名

■業務内容
□税金の徴収
・区民税：入場時に、1人10ミ＄徴収する。

徴収したら、区民証にハンコをおす。

・所得税：アルバイト代の支払い時に、アルバイト代から10％の所得税を徴収する。
その際、ジョブカードに納税額を記載し、確認欄にチェックを入れる。

・法人税：午前終了時に、売り上げのでている店舗から、売上額の10％を収めてもらう
売上額と法人税額は紙に記載して管理する。

□アルバイト代の支払い
・区民証の裏のジョブカードに記載してあるアルバイト代から10％引いた額を支払う。
その際、所得税がいくらだったのか、ジョブカードに記載する。
また、アルバイト代を支払ったら、ジョブカードの「確認欄」にハンコをおす。

□宝くじの実施
・1枚40ミ＄の宝くじ券を販売する。

□アンケート記入特典のお渡し
・区役所で配布しているアンケートにお答えしてくれた方に対して5ミ＄を渡す。
〈確認方法〉
区民証の表にミドリンのスタンプが押してあるかどうか
→5ミ＄渡したら、○を付けて分かるようにする

銀行・税務署業務Ⅴ．イベント当日
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■概要
・アルバイトを希望している参加者に希望の「職場」を紹介と募集と求人管理。
・希望者に該当する「職場」の「ジョブストラップ」を渡し、アルバイト先に向かってもらう。
・アルバイト終了後「ジョブストラップ」は、銀行付近にある返却BOXに必ず返却してもらう。
随時BOXを確認し、「ジョブストラップ」を回収する。

■人員体制
セレスポスタッフ・・・4名

■業務内容
【ジョブボード（アルバイト求人チラシ貼り出しの管理）】
・ホワイトボードへの募集チラシの貼付管理（募集チラシは各職場で作成済）
・定員になったら募集チラシは一時的にはがす。
・イレギュラーとして当日発生した募集のアルバイトについては、所定事項を記入してもらい、
ジョブボードに掲出。
＜記入所定事項＞
➀店名
②アルバイト内容
③アルバイト時間
④アルバイト代
⑤アルバイト人数

【ジョブストラップ】
・アルバイトを行う参加者には必ず渡し、アルバイト中は着用してもらってください。
また、アルバイト終了後は必ず銀行付近の返却BOXへの返却を周知して下さい。

【アルバイト求人チラシ（募集の終了）の収納】
・イベント終了20分前になったら、募集チラシの貼ってるボードは裏返してください。
募集を終了します。

ジョブセンター業務

○班 雑貨店
よびこみ※イレギュラー対応※

7班区役所の「アンケート調査アルバイト」は、
第1部10時～、第2部14時～の掲示とする。

Ⅴ．イベント当日
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■参加フロー

ジョブセンター業務

職場を選ぶ
（参加者）

「ジョブボード」に貼付されている、アルバイト内容などが書かれている
募集チラシを見て、参加者はアルバイトしたい職場を選ぶ。

希望の職場
を伝える
（参加者）

希望の職場をジョブセ
ンタースタッフに伝え

る。 空き状況の
確認

（スタッフ）

希望の職場の空き状況を確
認する。
※職場の募集数ごとに用意
してあるジョブトラップを
確認する。
対象ストラップの残があれ
ばお手伝い可能だが、なけ
れば不可能となる。

職場へ行く
（参加者）

職場へ行ってアルバイ
トを開始する

再度職場を
選ぶ

（参加者）

再度ジョブボードで職場を
探し、決まったらスタッフ

へ伝える

アルバイトが
決定したら

アルバイトが
決定しなかったら 再度空き状況の確認

ジョブスト
ラップ返却
（参加者）

銀行付近に置いてあるジョブストラップ返却BOXに返却する

ジョブスト
ラップ回収
（スタッフ）

随時、回収BOXを確認し、回収する。

アルバイト終了後

Ⅴ．イベント当日
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納税された税金に関して

■概要
・税金が納税された額によって、「子どものまち」が変化していくということを
下記のグラフにて可視化 及び 公会堂内アナウンスで周知する
※実際にイベント内で変化するわけではなく、変化した仮定とする。

■人員体制
説明・・・・・・・・・・学校
グラフの管理・・・・・銀行・税務署
アナウンス・・・・・・・区役所

■業務内容
【説明】
・学校の最初のルール説明中に、税金が集まると「子どものまち」が変化し、
より良くなるという旨を説明する

【グラフの管理】
・集まった税金100ミ＄ごとに、グラフに色を塗り、「タッセイ」のフラッグを貼る。

【アナウンス】
・100ミ＄ごとに、ステージ上のマイクを使って、集まった税金額と達成した項目を発表する。

午前用 午後用 旗

Ⅴ．イベント当日
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Ⅴ．イベント当日 企業ブース
■東洋英和女学院大学
・ブースタイトル 東洋英和女学院大学 「竹を使った工作教室」
・実施場所 公会堂３階 会議室
・実施内容 竹を素材としたワークショップを実施

■村田製作所
・ブースタイトル 「電子工作教室」
・実施場所 公会堂３階 会議室
・実施内容 太陽光で動くオルゴールを製作できるワークショップ等を実施



33

Ⅴ．イベント当日 企業ブース
■フジッコNEWデリカ
・ブースタイトル 「豆つかみゲーム」
・実施場所 公会堂３階 会議室
・実施内容 お箸で豆をいくつ移動することが出来るかを競うゲームを実施

■横浜銀行
・ブースタイトル 「お金クイズ」
・実施場所 公会堂２階 受付横
・実施内容 お金にまつわるクイズをタブレットで実施
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Ⅴ．イベント当日 全体写真
■入場・受付

■1班 ミニミニSDGs学校

■ジョブセンター
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Ⅴ．イベント当日 全体写真
■2班 にぎやか銀行・税務署

■3班 子供警察署

■4班 緑交通局
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Ⅴ．イベント当日 全体写真
■5班 キラキラ雑貨店

■6班 ひといきカフェ

■7班 ミニミニ区役所SDGs課
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Ⅴ．イベント当日 全体写真
■8班 みどりゲームセンター

■会場内風景

■実行委員取組展示ブース
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Ⅴ．イベント当日 全体写真
■山中横浜市長視察

■終了挨拶・集合写真



39

Ⅵ.製作物

□当日配布パンフレット
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Ⅵ.製作物

□ミ＄ ２班（銀行・税務署）にてデザインを作成しました。

□区民証・ジョブカード・ジョブストラップ
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Ⅵ.製作物
□サインデザイン
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Ⅵ.製作物
□サインデザイン
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Ⅶ.アンケート
□大人アンケート結果
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Ⅶ.アンケート
□大人アンケート結果
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Ⅶ.アンケート
□大人アンケート結果
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Ⅶ.アンケート
□子どもアンケート結果
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Ⅶ.アンケート
□子どもアンケート結果
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Ⅷ.緊急時対応

□緊急時連絡・指示系統

自然災害・事故 トラブル

火災 怪我・病気 地震 施設・備品の破損 不審者・不審物

イベント
再開

再開の判断
(本部)

会場確認
(本部)

イベント
中止会場内最終確認

避難誘導
(各運営スタッフ)

避難誘導指示
(各ポジションリーダー

／ディレクター)

イベントの開催・中止判断
(本部)

イベントの開催・中止判断
(本部)

地震発生

報告

避難誘導終了後 安全確認 異常確認

最寄り
運営

スタッフ

運営
ポジション
ディレクター

発見者
（スタッフ／来場者）

本部

連絡

連絡

連絡 指示

指示

指示

最寄り
運営

スタッフ

運営
ポジション
ディレクター

発見者
（スタッフ／来場者）

本部

通報
報告 指示

関係機関
会場・所轄警察署

所轄消防署

【再開】

緊急地震速
報発令時

イベント中止決定の
基準

・会場アナウンスに
より、揺れに備え
るように注意を
促す。

地震の大きさ 震度5以上
※但し下記状況の際は震度
に関係しない
・会場の倒壊
・会場及び周辺の停電
・公共交通機関のストップ
・行政・消防の指示
・その他状況により適時判断

関係機関
会場・所轄警察署

所轄消防署

指示

【中止】

指示
通報
報告

連絡 指示

連絡 指示

連絡 指示

緊急連絡先・指示系統
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●避難誘導の実施
各スタッフは、担当するエリアにおける火災などの危機事案が発生した場合に自らのエリア外への避難誘導を
実施する。
また、協力要請がある場合、または緊急事態で応援の必要がある場合には、担当エリア外において避難誘導
を実施する。

●避難誘導の種別
避難の種別は部分避難および全体避難とする。

①部分避難
会場などの一部で危機事案が発生し避難誘導を必要とする場合には、運営本部の指示のもと避難所
への誘導を行う。
原則として会場、諸室で危機事案が発生した場合、会場内の所定の位置に避難させた後、会場外へ避
難誘導を行う。
②全体避難
会場全体の避難を必要とする場合には、運営本部の指示により一時的に会場内の所定の場所に避難
させた後、会場外へ避難誘導を行う。

●避難誘導の方法
①危機事案が発生した場合、運営本部より避難場所、避難経路の指示を受ける。
②スタッフは拡声器などを積極的に活用し、避難すべき理由、避難場所、避難経路を広報する。
③スタッフを避難の際に雑踏が想定される階段などに配置し、群衆雪崩などの雑踏事故が発生しないよう

に警戒する。
④スタッフは運営本部からの指示を聞き行動するだけでなく、積極的に周囲の状況を運営本部に報告する。

状況の変化があった場合逐次報告する。
⑤担当エリアの避難完了を確認の上運営本部へ報告を行い、まだ避難の済んでいないエリアの応援にあた
る。

●避難誘導実施時の留意事項
①避難誘導にあたっては人命の安全確保を第一として行動する。
②危機事案発生現場付近を最優先に避難誘導を行う。
③広報活動を行うスタッフも声に焦りや緊張感、声の裏返りなどがあると、来場者は危険が身近に迫っている

かのように誤解し、予期せぬ行動をとる。そのため広報を行う際はー

ⅰ冷静な音声と通常の速さで広報を行う。
ⅱ現在の状況を明確に伝える。
ⅲわかりやすい言葉を使う。
ⅳ短文でくり返し行う。
ⅴ避難誘導を行う際は、現在地からの具体的な方向、経路などを伝える。

□避難誘導に関する基本要領

Ⅷ.緊急時対応 避難誘導に関する基本要領
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□避難経路

消火器
屋内消火栓
非常口
避難経路

2F

3F

消火器
屋内消火栓
非常口
避難救助袋
避難経路

Ⅷ.緊急時対応 避難経路
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